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選書雑感

この春、40年あまり働いた学校図書館を退職し

ました。身も心も軽やかで爽やかな気持ちで辞め

ることができました。それは沢山の方にいろんな

場面でア ドバイスをいただいたことで、利用した

くなる図書館にしていこうと思い続けることがで

きたからです。また、カウンターイ貝Jの人間として

「何かを倉」り出すJよろこびをいつでも本が読め

る環境の中で味わえるという役得もあつたからだ

ろうと思います。

しかし、辞めた今も選書のことは気にしていま

す。私が関わつた図書館はきつと面白くもおかし

くもない本を並べていたにちがいありません。私

は本を選′3のが下手でした。選書には多くのエネ

ルギーを使つたつもりなのに届く本をみてはなん

でこんな本を注文したのかなあと落ちこんでばか

りいました。よその図書館をみて、えつ |こ んな

本が出ていたのか、この本があるとあの授業にも

使えたのになあ、あの子がよろこ′Sヽ だろうなあと

いう思いをすることがありました。それから、一

年分の予算を100～ 200万円としても40年では何千

万円という金額になりますが、その 1冊 1冊の選

書に自分も関わつていたことを思うと申し訳ない

ことをしたという悔いもあります。

私は選書については、選書をする人の個人的力

量の部分と選書 (資料収集も含む)をどういう方

法 .仕組みでするのかという部分にわけて考えて

います。私は力量不足であつても、その学校の選

書システムがそれをカバーできるものであれば利

用者にとつてはプラスになります。でも15年位前

から「選ぶ人Jの数が減少していました。学校図

書館としては教科関連図書は教科担当者に主とし

て選んでほしいのですが、お願いしてもほとんど

期待はずれでした。図書部又は係での選書も低調

で司書に選書の大部分が重圧として伸しかかつて

くるようになりました。若い司書さんで、「本は

全部私が選びます」と平気で言う人がいますが、

私はその度に ドキッとしていました。仕方なく選

書も一人で背負いこまされているのが実情として

も、視点を変えてみるとその位にしか学校図書館

は教育の中に根付いていないのですね。

最近、私も加わつている住民運動で司書配置

があり、その様子をみていますと「図書館専門

の人がきた」ということで「すべておまかせ J

の感があります。初めて学校図書館に就職して

右も左もわからずにいるのに選書も一人でやつ

ているそうです。市当局へ私たちが「研修の場

の必要性」を問うても「有資格者ですから仕事

はできるはず」と言われます。しかし、選書に

おいてはやはり問題がおこつています。「こん

な本を生徒にみせては困る」というクレームで

す。小説の中の性描写の一部ではないかと推察

するのですが、その本をひつこめるにとどまつ

ています。選書は勿論、どういう資料を収集す

るかということも含めて、図書館を学校の中で

どう活かすのかという校内での合意ができない

ままでは、学校図書館はいつまで経つてもない

よりあるほうがましの「余0眼 の善用」の域を出

ないのではないで しようか。 (坂 田 房 )
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泣ける本教 えて′′
仲俣暁生

「君は 16歳だったJ

知合いが高校の司書さんに聞いた話なのです

が、尾崎裕二さんという人の書いた『君は 16歳

だつたJ(東京書籍)という本が生徒の間で評半J

なのだそうです。高校生が「なにか泣ける本はな

い ?」 と言つて図書館にくるらしいのですが、こ

の本をすすめるといつも好評で、読み終えて「尾

崎祐二の新作はまだなのJと 尋ねてくる生徒も多

いとのこと。そこで早速読んでみました。

この小説は、亮司と理恵という十代の男の子と

女の子が家を出て一緒に暮らし始める話です。理

恵は生まれつき体が弱く、また再婚した母親の新

しい夫とうまくいつていません。そのせいで深く

傷つき、「自分なんかいないほうがいいのではな

いかJと 思い詰めています。亮司はそんな彼女を

救おうと、二人で駆け落ちすることを決意しま

す。亮司の家庭環境や過去の生い立ちは、作品中

にあまり深く描かれていませんが、中学まで赤く

染めていた髪を黒く戻したという記述があるの

で、ちよつと不良つぽい感じの男の子だというこ

とが分かります。

男の子は仕事をみつけ、アパー トを借り、そこ

で彼女とささやかな二人きりの生活を始める一―

そんな場面からこの小説は始まります。お金はな

いけれど、細やかな愛情に満ちた若い二人のア

パー ト暮らしはとても瑞々しく描かれており、ど

こかしら作者の実体験が反映されているような気

がします。

この本が出たとき、作者はまだ十七歳の若さで

した。この本が今の高校生に愛読されているの

は、自分たちと同世代の人が書いた小説というこ

ともあるのでしようが、純粋に彼女のことを思い

やる主人公の姿に、誰もが′心を打たれるのだと思

います。

「屑屋の娘」

「君は 16歳だつた』を読んで、学生の頃に読

んだふたつの小説を思い出しました。′S、 たつとも

外国の小説で、青春小説の古典ともいえる作品な
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ので、ご存知の方が多いことと思います。

そのひとつはアラン・シリトーの『屑屋の娘』

という短編です。この作品は、集英社から出てい

る同じタイトルの短編集に収められています。シ

リトーは、『長距離走者の孤独』 (集英社)とい

う作品で有名な、イギリスのく怒れる若者たち>
と呼ばれる世代の作家です。『屑屋の娘』は、

『君は 16歳だつた』に出てくるのと良く似た、

ちよつと不良つぽい男の子が主人公です。貧しい

労働者階級の家庭に育つた主人公は、屑屋の娘と

恋に堕ちます。男の子は女の子のために盗みを働

いて捕まり少年院に送られますが、そのあいだに

女の子は事故で死んでしまい、あとには二人の問

に生まれた赤ん坊だけが残される。その彼女の思

い出をあとから男の子が回想する話です。

『ライ麦畑でつかまえて」

もうひとつは、サリンジャーの『ライ麦畑でつ

かまえて』 (自 水社)です。『君は 16歳だつ

た』はこの小説ともどこか似ています。もちろ

ん、『ライ麦畑でつかまえて』の主人公である

ホールデン ,コ ールフィール ドと『君は 16歳

だつた』の亮司とは、生きている国も時代も、も

のの考え方もまつたく異なるのですが、「いま自

分にとつていちばん大事なものは何かJを純粋に

思い詰めた結果、学校や家庭からドロップアウト

して新たな自分の人生を模索し始める、という点

では同じです。この「純粋さJこ そが、これらの

作品の最大の魅力となつていることはいうまでも

ありません。

『層屋の娘』と『ライ麦畑でつかまえて』は、

どちらも一九五〇年代に書かれたものです。<

ティーンエイジャー>と いう存在が文学の世界で

大きな役害」を演じるのは、第二次大戦後のこの時

代からだといわれていますが、それ以来何度も

ティーンエイジヤーを主人公にした恋愛小説、青

春小説は書き続けられています。『僕は 16歳

だつた』に出てくる男の子にもそんな、いつの時

代にもどこにでもいたはずの<永遠のティーンエ

イジャー>の姿が感じられました。
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『恋」

ところで、高校生という年頃は、純粋である

と同時に、ちよつとばかり格好をつけたり、大

人ぶつてみたい時期でもあります。そんな<格

好つけたがり>の生徒のために、こんな本が高

校の図書館の片隅にあつて くれるとうれ しい

な、と思う恋愛小説を次に 2冊紹介したいと思

います。

ひとつは、直木賞をとつた小池真理子さんの

『恋』 (早川書房)と いう小説です。この小説

は、60年代末から70年代はじめの学園紛争の時代

を舞台にした、一種のミステリー小説なのです

が、タイ トルからも分かるように、この時代を生

きた若者たちの等身大の恋愛を描くことに大きな

比重がかけられています。

若い頃に殺人を犯して服役し、いまは出所して

田舎でひつそりと暮らす女性がこの作品の主人公

です。彼女は今や不治の病にかかつており、死を

前にして、今まで誰にも語らずに胸に秘めてきた

事件の真相を回想して語る、という形式で物語は

始まります。

主人公は当時女子大生で、学生運動の活動家で

ある男子学生と同棲しています。彼女はアルバイ

トで翻訳を手伝つたことが縁で若い大学教授と知

り合い、すぐに恋に堕ちます。この教授にはすで

に妻がいるのですが、彼女は夫の浮気を知つても

怒らないばかりか、主人公の女子大生を夫と同じ

ように慈しみます。生真面目な性格の主人公は、

はじめはこの夫妻の自由な恋愛観に戸惑います

が、やがて、いつしかこの二人の奔放な生き方に

魅せられていきます。この二人の間で繰り広ιずら

れる感情の ドラマが、『恋』という作品の大部分

を占めています。   ,
やがてこの二人の関係は悲劇的な結末を迎える

のですが、暗い結末にも関わらず読後感は爽やか

です。先頃この作者にインタビューする機会があ

りました。自ら信じるように生きた結果であれ

ば、それが悲劇に終わつたとしても決して後悔し

ないという、この主人公に共感する若い世代の女

性読者が増えているとききました。

『恋愛のディスクール』

もうひとつは、植島啓司さんの書いた『恋愛の

ディスクール』 (福武文庫/単行本はPARCO出

版)という小説です。これは、恋愛に関する<哲

学小説>で、パスカルという大学教授が主人公で

す。ロラン ,パル トというフランスの思想家が著

した『恋愛のディスクール』という同名の著作に

インスピレーションを得て書かれた小説で、作中

の端々に「わたしの魂を奪つたあの最初の場面

は、つねに、事後になつて再構成されたものにす

ぎないのであるJ「恋するわたしは狂つている。

そう言えるわたしは狂つていない」といつた、バ

ル トの言葉が差し挟まれています。

「ディスクール」という聞き慣れない言葉は、

ふつう「言説Jな どと訳されるフランス語です

が、植島氏のあとがきによれば、その語源は「あ

ちらこちら走り回るJと いう意味のラテン語から

きているそうです。植島氏はあとがきの中でさら

に、「 … 恋する者はたえず心の中で走り回つて

おり、新たな奔走を企て、自身に対する策課をめ

ぐらしつづけてやまないJと いうバル トの言葉も

紹介しています。たしかに、この小説の中でも、

恋する主人公はどこまでも逃避行を続けます。

この小説は、恋をしている最中に読むにはなか

なかいい本です。恋愛中にふとしたきつかけでこ

の本を手に取り、ロラン バル トの哲学を身近な

ものとして感じてくれる高校生はきつといること

と思います。

そういえば、恋愛をしていると、本を読む量が

ふだんより増える気がします。そんなときは、恋

というなんともアヤフヤなものへの手がかりを恋

愛小説という教科書から探そうとしているのかも

しれません。

なかまた あきおさん :1964年 生まれ。 rシ テイロー

ドJ「 ワイアー ド」などの雑誌の編集を経て、現在フ

リーランス。
編集・執筆活動のほか、代官山のP― HOUSEで 毎月
開かれているアー トやコンピューターに関する自主講座
「カフェゼミナール」の企画・運営を行なう。
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「司書 | ブツがおちてます |」 高井君の報告

に「よし、平山、頼む」と指名すると、「ガマ、

来い」と後は芋蔓式。

下級生たちが連れ去ら

れて行く。

数分後、部隊は意気

揚々と帰還。カラーボッ

クスはコーナー作りに、

テレビ台は大型本の別

置用、CD収納ケースは

そのものずばり。ドライ

フラワーは室内に飾ら

れ、毛糸はシヨーウイン

ドウ装飾用に大切にし

まわれた。

ソフアー、ガラスの小

さなテーブル、ビデオの

視聴用デッキ、時計、扇

風機、書架もリサイクル

等で手に入れた。

高丼君はじめ何人か

の神奈川県立菅高校生

が中心になつた「図書

館改造計画J。 利用が

多くて居心地のいい図

書館を目指して、より

良いレイアウ トや分か

りやすいサインの作成に励んできたのだ。物品調

達はほんの一例。僕にとつては図書委員というよ

り、欠くことのできない図書館スタッフそのもの

であつた。

この 4月 、僕は藤沢工業高校に転勤になつた。

着任式後、図書係の川村先生が現われた。川村先

生も着任早々だ。館内を一巡した先生、ふいに壁

を トントンとllBき始める。僕はピンときて、声を

かける。「返却ポストできますか ?」 「この位な

ら大文夫でしよう」。前任校で返却ポストを作つ

て、これは必要だと痛感しましたJと心強いお答
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え。24時間対応の返却ポストがあれば、「開いて

なくて返せない」と本をその辺においていつてし

まうことはないだろ

う。さつそく事務長

にかけあう。「返却

ポス トを作るため、

図書館の壁に穴をあ

けたいんですが・・。

川村先生は前任校で

もう経験ずみだそう

で す 。だめ だ つた

ら、元どおりにして

下さると…」

決行は遠足の日。

ウィーン、ボゴ、静

かな校舎に電気 ドリ

ル の 音 が 響 く 。

ガー、日の近くまで

火花が散る。鉄板 2

枚を両側から切り抜

くのに所用日寺PB5は ほ

んの 1時間。さすが

機械科の先生 |

更に「返却ポス ト

普及 委 員 にな りま

すJと 有難い一言。

希望があれば、他校

へも出張サービスをしてもよいとのこと。川村先

生に返却ポス トを作つてほしい方は、田村までご

連絡を 1 但し、遠隔地の場合は宿泊の手配が必

要です。そうそう、その際は事務長の許可をお忘

れなく。キーワー ドは「だめだつたら元通りに直

しますから…」。

(たむら おさむ 1神奈川県立藤沢工業高等学校図書館)

(た かい よう 1神奈川県立菅高等学校OB)

●

返却ポストの出張製作問い合わせ先 :班彊m643-勢の

神奈川県立藤沢工業高等学校図書館 田村 修 宛
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●
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入力終わったよ― ′私のコンピュータ→用馳

2万冊の本にバーコードを貼る騒動から始まった
「私のコンピューター導入奮戦記」も八回日、4年の

歳月が流れました。コンピュータを導入したことで、

利用は増える一方。その対応に忙しくて遡及入力の手
はとまりがち。転勤の可能性も少しずつ現実のものに

なっているようですが・̈

電卓で足 し算 していたなんて嘘みたい

データが全部入つたんです 14月 10日 に新年度

初開館して、一日の貸出を終えて、貸出統計をパ

ソコンで出力したときのうれしさ。今まではパソ

コンでとつた統計に、パソコンで貸せない本の貸

出を加えて手計算 していました。 1991年から始

まつて約 5年、長い道のりでした。特に、年度末

の 2月 、 3月 はず一つとパソコンとにらめつこの

日々。怒涛の 2か月、私がどう過ごしていたか早

くお話したいけど、そこを振り返る前に、まず遡

及入力のアルバイ トに来てくれたAさ んがいた頃

に話を戻しましよう。

Aさ んからの手紙

まめでよく気がつくAさんは、9月 から12月 ま

での4か月の間一生懸命働いてくれました。その

上、私がこの原稿をまとめているのを知つて、自

分の仕事をまとめた手紙をくれました。少し弓用

させてもらいながら、当時のことを振り返つてみ

ます。

前号でもふれましたが、新規購入図書のデータ

入力は、1992年度から行なつていました。Aさん

が入力していくのは、おもにそれ以前に購入した

本です。Aさ んに入力を始めてもらう前に、私は

1992年度以前の登録本で、業者から購入したデー

タ、」―B SCで ダウンロー ドしたデータ、手入力

データと何枚かのフロッピーに分れているデータ

を分類番号順にまとめる作業をしました。そして

Aさ んが分類順に配列されたカー ドをみながら、

フロッピーをチエックし、データ入力がされてい

ないカー ドを入力していきます。

―まず、1992年度以前に登録した本のデータと基

本カー ドを一件一件合わせてデータがあるかない

か確認し、データがないカー ドは立てていきま

木下通子

す。 1992年以降に買つた本についてはデータが

ハー ドデ イスクに入つているので、その中身を

チエツクして、データがあるカー ドは倒 していき

ます。ここで立つているカー ドのデータを入力す

るのが、私の仕事です。

一箱終わると、立つているカー ドを」BSCで 検

索します。1960年代くらいの古い本、特に書庫に

置いてある本などは」BISCに入つていないものが

多くありました。」―BISCで ダウンロー ドしたデー

タは日BROSに変換します。変換したデータに図書

記号をつけてこのデータは完成です。

ここまでやつてデータがなかつたものは、手入

力します。ある箱は 343件手入力しなくてはなら

ず気が遠くなりましたが、覚えたてのワープロの

キーボー ドをたたく音がカチャカチャとなんとも

心地よく、OL気分で楽しく作業しました。大変

だつたのは、書名、著者名の読み方です。本に書

いていない場合もあり、人名事典や典拠録で調べ

たりしました。

私が作業 したのは、カー ドケース33箱 中の27

箱。途中から数の記録を始めたのですが、10,757

件中、もともとデータがあつたものが2,739件、」―

B SCか ら変換 したもの 5,417件 、手入力したもの

2,601件でした。―

一人 じゃないって !

Aさ んには入力のために来てもらつたのだか

ら、それ以外のことは頼まないと心に誓つていた

のですが、たとえば私が出張する場合、いつもな

ら閉館していた10分休みも Aさんに頼んで開けた

ままで出かけたり、ブツクリス トを作つて綴じる

作業が間に合わないときに手伝つてもらつたり。

不規則に食べていたお昼ごはんも、一緒に12時に

食べるようにしました。相談とはいきませんが、

本の話を したり、仕事のことをお しゃべ りした

り、一人じゃないつてすてきなことだな一と、し

みじみ実感しました。 Aさ んがとつてくれた記録

を元にどれくらいのデータが」BISCで ヒッ トした

か見てみると、もうすぐ倉」立80年の当校で 7害」の

ヒッ トでした。
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1月 からまた一人になりました。基本カー ドの

あつた全ての本を分類番号別にAさ んが入力して

くれたフロッピーを、すぐにでもハー ドデイスク

に読み込んでデータのチエックを始めなくてはい

けなかつたのですが、この時期に入つても社会科

の授業での利用があつて、 1月 はその対応で手一

杯でした。

ハッパをかけられる

特別に予算をもらつての作業ということで、図

書部の先生たちも、作業の進み具合を気にかけて

いました。とにかく今年度中に作業を終わらせ

て、4月 から全ての本をパソコンで貸出せるよう

に頑張ろうと、図書部会で相談していました。そ

んな中で Aさ んのアルバイ ト期間が終わり、作業

が止つてしまつたのがかなり不安だつたようで

す。

この 4月 に転勤してしまつたY先生は、長く図

書部にいてくれたこともあつて、自分がいる間に

パソコンをなんとかしなくてはと、私よりもこの

作業に責任を感じていました。私の中にはだめ

だつたら来年という気持ちが少しあつたかもしれ

ません。

2月 に入つて部の総括をする時期になり、Y先

生を中心に、部内の 2～ 3人の先生たちが今後の

作業の段取りを考えてくれました。まず、Aさ ん

が入力したデータをハー ドデイスクに読み込ん

で、リス トを打ち出 し、それを元に、欠番の

チェック。それから、貸出用のパソコンにもデー

タを読み込んで、バーコー ドリーダーを使つた蔵

書点検を試みる。それで、また欠番等をチエッ

ク。「図書館を開館しながらじゃ作業できないこ

とは、木下さんが一番分かつているでしよ」とい

う一言で、 3月 は作業のため図書館を閉館するこ

とも決めました。

2月 の下旬、高校入試に関連して生徒が家庭研

修をする日が数日ありました。そのときに何枚も

のフロッピーに分れていたデータを司書室のパソ

コンのハー ドデイスクに読み込んで、 Y先生と

いつしよに約 2万件のデータリス トを打ち出しま

した。リス トは単票で打ちだしたので打ち出しに

8時間くらいかかりました。リス トから欠番や二

重登録をチェックしなくてはならず、私が「こう

6

いう仕事がいちばん大嫌い |」 とかんじゃくを起

こすと、「やらなきや終わらないでしよ」と、Y

先生。ここ 1～ 2年のデータも二重登録が意外と

あつて、ふだんの入力は慎重にやつていたつもり

なのに一と、シ∃ックでした。

司書室のパソコンに移したデータをとりあえず

貸出用のデータに変換し、「かすぞう君」に読み

込む、この作業に約半日かかりました。

最後の追い込み

3月の上旬には自宅研修中の三年生に手伝つて

もらつて、バーコー ドリーダーをつかつた蔵書点

検をしました。バーコー ドがはつてある本が約

19,000冊。バーコー ドリーダーをレンタルし、 3

台で作業しました。4,000件読み込んだデータをあ

やまつて消してしまうハプニングもあつたので、

約二日かかりました。もつと慣れていれば二日で

終わる作業だつたと思います。

その後、蔵書点検のリス トを打ち出しました。

そうすると本があるのにデータが入つていない本

が分かります。それと、日BROSで打ち出していた

リス トとをあわせて、先生たちや図書委員と一緒

に、欠番になつている本を探しました。この時点

で 3月 も中旬になつてしまい、4月 開館をめざし

た今後の日程を改めて部会で検討しました。

本があつて、データがあれば問題ありません。

データがあるのに本がないというものも、普通の

紛失と変わらないので今は考えないことにして、

本があるのにデータがないものをいつまで探すか

考えました。その時点で、データが入つていない

本が約500冊 見つかりました。その本は書架から

出して、本を見ながら入力していくことにしまし

た。 3月 中に入力を終わらせ、二重登録などもな

いようにデータをチエックするのはかなりな作業

量です。その上に、貸出用のパソコンに読み込ん

だデータに番号違いなどのミスがたくさん見つ

かつて、それも直さなくてはなりません。

私は一冊でも未入力の本を見つけて欠番を少な

くしたいと頑張つたのですが、Y先生に「まずは

見つかつた本のデータ入力Jと諭されて、とりあ

えず500冊の入力を始めました。

それから朝の 8時から夜 8時 くらいまで、パソ

コンに向かう日々が始まりました。約500冊の
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データ入力は 2～ 3日で終わつたのですが、ポロ

ポロと未入力の本が見つかつて、それも入力して

行きました。入力したデータはとりあえずフロツ

ピーにためて、本当にないデータかどうか確認し

てハー ドデイスクに読み込みます。

そして、とうとう3月 28日 、約 2万件のデータ

をハー ドデイスクに入れて、チエックを決行しま

した。一人でコツコツ14時間かかりました。デー

タを100番ずつ分けて見ていき、ついでに欠番を

書き出します。ここでまたまた二重登録が見つか

り、同じデータが二回入つている場合は単純に削

除して、違う本の場合はどちらの本が正しいのか

本で確認していきました。休まずパソコンを見続

けたので、夕方には頭がガンガンしていたのです

が、全部終わつた時にはやつた― |と 小踊りして

しまいました。

4月 になって…

4月 に入つてから、今度はハー ドディスクから

バックアップをとる作業をしました。1,000件ずつ

データを分けて、フロツピーに移して行きます。

入つたデータは全部で19,730件 中19,334件 でし

た。結局396件分が未入力。でも、この分につい

ては、本もなく、基本カー ドもないのでどうする

こともできません。貸出をするときに「この番号

は使われていません」という表示がでたら、デー

夕入力をしていこうと思つています。

次にかなりの入カミスがあつた貸出用のデータ

を一回全部消して、もう一度読み込む作業を一日

かけて行いました。これはパソコンにくわしい人

でないとできないので、情報処理科の先生といつ

しよに作業しました。

そうこうしている間に、新年度の開館準備が押

し寄せて来ました。新一年生の IDカ ー ドの発

注、新入生のデータは一学年の先生方が作つた

データをもらうことになつているので貸出用パソ

コンに読み込むだけですが、クラス替えがあつた

二年生のデータの訂正など、やつぱり目の回るよ

うな忙しさでした。

パソコンだけで貸出を始めるとなると、バック

アップのFDE題 も考えておかなければなりません。

ハー ドデイスクが壊れてしまつて大騒ぎになつた

学校の話も聞いていたので、そんな怖いことにな

らないように、事務室に無理を言つてハー ドディ

スクをもう一台買つてもらいました。それから、

一日の最後に、新しく買つたハー ドディスクにも

その日の貸出データのパックアップをとつていま

す。予約処理をどうするかなど、「かすぞう君J

自身が抱えている問題は多々あるのですが、とり

あえず、とりあえず今は、ビッピッと、すべての

本がパソコンで貸出されています…。

(き のした みちこ :埼玉県立岩槻商業高等学校図書館)
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新版地学教育講座
責 任 編 集 =地学 団 体 研 究 会 /全 16巻
A5判 /各2575円 /全巻函入セッ ト定価412∞円

地球から宇宙までの生きた自然の姿を最新の具体的な

資料をもとに学問の進歩を的確につかんで平易な表現

で記述したシリーズ。

①地球をはかる②地震と火山③鉱物の科学④岩石と地下資源

01也 I求内部の構造と運動⑥化石と生物進化⑦地球の歴史③日

本列島のおいたち①地表環境の地学―地形と土壊⑩地球の水

圏
'毎

洋と陸水⑪星の位置と運動⑫太陽系と惑星⑬宇宙 銀

河 星⑭大気とその運動⑮気象と生活⑮自然と人間

東海大学出版会
〒151東京都渋谷区富ヶ谷2-28-4 Telo3(5478)0091 Fax 03(5470)0870
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保健室の先生
養護教綸の実践記録と精神科医のコメント

細 群 医獅 助教授  堤    啓   監 修

思春期発達研究会 ふくおか 編

二十年以上の経験を持つベテランの現職高

校養護教諭たちの感動的な活動記録と、その

活動をあたたかく見守る精神科医のコメント

が、現代の青少年がどんな悩みを持ち、どん

な働きかけが彼らを力づけたのかをいきいき

と描き出します。

四六判250頁 定価2,060円 (本体2,000円 )

Ψ金剛出版 二::管認蕊鋏 鳳&議8
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不思議と、謎に追るライトサイエンス新書、創刊。
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動物たちはこうして会話する一― 濱野恵一

●創刊第2弾、2点 、7月 上旬刊行、以下毎月2冊配本  ●定価680円

限りなく広がる知識の世界
辞典500点突破 /

日本史年表増補2版 2′
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毎日生活をしている中で

自然を感じる瞬間や場所があ:,ま す。
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季節ごと咲く花、台風 …。

四季の写真、52●のアンソロジー、

有名無名48フ0メッセーカ 自然 こ

想いJ馳せる。

大鹿智子描くミニストーリーで

植物を育てう喜びを感 じる。

等   ■   ご

まれぞれの身近な自然を

見つけてくださし、

/ Pし蝋 T A TREE
MEMORIAL B00K

fOr little Oncs

ミド|ノちブ〆
フガ 休

工作舎‐

大魔智子+田辺佳子…
“

●定●‐999円 (税込)

●B5判 菫製 オールカラー56賣

●身近な自然凛綸ノート付

△
”

〒150東 京都渋谷区松済 2-213
phono 03‐ 3465-5251

fax 03

1.弓道のすすめ
定価l,200円 (税込 )

2.空手道競技入門
定価1.200円 (税込 )

3.すばらしい登山
定価l.200円 (税込 )

4.ボクシング入門
定価l.200円 (税込 )

5.陸上競技入門
定価 1500円 (税込 )

6.最新レスリング教室
定価 1.200円 (税込 )

フ.卓球(カ ットマン編)
定価 1200円 (税込 )

8.スポーツ・ボウリング
定価 1700円 (税込 )

9.体操競技
定価1,700円 (税込 )

10.なきなた入門
定価l.500円 (税込 )

11.楽 しいテニス
定価 i800円 (税込 )

12.水 泳
定価1,700円 (税込 )

13.剣 道
定価2.300円 (税込 )

14.バドミントンのすすめ
定価2.300円 (税込 )

15.サッカー
定価l.B田 円 (税込 )
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盪鼎熟こち酬ば3VLガジン社
〒101東京都千代田区三崎町31010
803(3238)0181□ 03(3238)00B4

六日本図書の新シリァズ

調べて学ボ日本の伝続
全 5巻  B5変 型判 定価各3000円 ● 日本が誇る各種の伝統

文化・工芸品などを、豊富な写真で解説 した図鑑集。

おもしろ落語図書館
全 5巻  A5判  定価各1000円●楽 しい古典落語の世界を口

演そのままに再現。随所に解説、豆知識がつき10話収録。

学校のまわりの草木
全 4巻 B6判  定価各2500円 ●校庭・通学路などで見つけ

る雑草といわれる植物を、全ベージカラーで季節毎に紹介。

ギ 大日本図書 副t諾認ま編 憮鵡:

高校の現場からの感動の報告 !

永戸豊野
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